
「子ども達への職業紹介」弁護士　谷川　生子　
８月に、若者支援の一環として、小～高校生に様々な職業を紹介し、
働くことについて考えてもらおうという集まりがあります。

弁護士の仕事やその魅力について、簡単に説明するのは難しいですが、
集まりをきっかけに、子ども達に弁護士という職業に興味をもってもらえたら嬉しいです。

 

弁護士　谷川　生子

 

 

「イチケイのカラス」と機能不全の最高裁の裁判官出身判事
現実の刑事裁判が、このドラマのように、もっと人と事実に向き合うことができれば、
刑事裁判は、よりよいものになるかもしれません。
事実がどこにあるのか、何が原因なのかを見極めるのは難しいのですが、日々鍛錬なのだと思います。
検察官が、片面的ではない真実発見を目指すというのは、とっても新鮮で、升さん、山﨑さんのコンビもよかった。
それにしても、黒木華さんの裁判官？ 裁判官の黒木華さん？は素敵でした。
出世も目指しながら、政治に忖度しないで事実を見極めようとする。裁判官の鏡でしたね。現実の社会では、夫婦別姓を認めない民法を合
憲だとする最高裁大法廷決定が６月２３日にありました。
非常におもしろいのは、裁判官出身の最高裁判事が全員合憲判決をくだしているところです。
下級審判事がヒラメ判事と揶揄されることがありますが、実際には下級審判事の中には素晴らしい裁判官もいます。
ところが、最高裁判事は忖度しなければならないもの何もなく、
憲法と良心に従って判断すればいいのに、実際には政府・自民党に忖度しているようです。
日本政府・自民党寄り最高裁支部とでも言いましょうか。弁護士出身枠の判事の中にも、在野法曹の役割を放棄した判事が２名（山口厚判
事、木沢克之判事）ほどいますが、捻じ曲げられた任命手続経過からすると、当然といえば当然でしょう。
検察官出身の三浦守判事が、明快に違憲であると判断しながら、手続がないから却下意見を出したのは、
ある意味、厳格に憲法と法律を踏まえて判断したと言え、おもしろいですね。

ある意味、砂川事件最高裁大法廷判決を踏まえても、歴史的に最も政治的に偏っているのは最高裁なのですよね。
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私にはできませんが、能力と良心を兼ね備えた弁護士任官者がもっと増えることを期待したいと思います。

弁護士　伊須　慎一郎

「挨拶は短く」弁護士高木太郎
４月から埼玉弁護士会の会長を務めています。
人前で話すのは苦手です。
トラウマは、小学校の児童会会長選挙の立候補演説でした。原稿が完成しないまま、演壇に登り、絶句して真っ赤になりました。
中学、高校は演劇部でした。セリフは脚本に書いてありますが、記憶力が悪いのと、緊張してセリフが飛ぶ恐怖を常に感じていました。
講演では、話につまらないように、できるだけ原稿を準備します。しかし、目が悪くなり、小さい文字や薄い文字が読めなくなりました。
人前でしゃべるのはとにかく苦手です。
挨拶がとっても短くても、どうか、許してください。

弁護士　高木　太郎

 

「コロナ禍の癒やし」弁護士梶山敏雄
孫娘が「泣き声が聞こえたので探したら自動車の底の部分から見つかった」と言って連れてきた、掌で震える目も開いていない「１３５グ
ラム」の子猫。
良く生きていたと思うほどでしたが、飼うことになってしまってから２ヶ月。
今では１キロ近くにまでなって、部屋の中を走り回り、ジャンプしまくり、机の上のキーボードを踏んでこっちが「ギャー」。
まあ、コロナ渦の中での老夫婦の生活を少しでも和ませるために、久々に我が家に訪れてきた生き物と考えるしかないかと、甘噛みができ
ず、小ヅメも引っかかり「痛い」と怒る私たちです。

弁護士　梶山　敏雄
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ＮＨＫドラマ「今ここにある危機とぼくの好感度について」から
「ワンダーウォール」
映画「新聞記者」で若手エリート官僚役を演じた松坂桃李さん主演のNHKドラマ「今ここにある危機とぼくの好感度について」。どちら
も、崩壊しつつあるこの国の組織、腐敗する権力、組織や権力に翻弄される人間がテーマとなっている。

「今ここにある危機とぼくの好感度について」というタイトルも意味深であり、社会が向き合うべき大事なテーマを、重すぎないタッチで
描いて共感を生む。これを書ける脚本家は、どんな人なのかと思い、検索すると、京大の吉田寮の取壊し問題に光を当てたドラマ「ワンダー
ウォール」の脚本を書かれている。幸い、まだNHKのオンデマンド
（https://www.nhk-ondemand.jp/goods/G2018089943SA000/）
にあったので、引き込まれるようにして観た。

「こんなぼろくて汚い寮をこれだけ歴代の寮生たちが残そうと努力し続けてきたということは、案外ここには人間の幸福にとってすごく必
要な何かがあるのではないか」というセリフ。

脚本家の渡辺あやさん。取材で、こんな風に語られています。「いまの日本は、経済効率性だけを重視して、古いものは大してお金を生ま
ないからと、潰していきますが、翻ってみると、建物のみならず、私たちにも、そういう呪いをかけているのではないかと感じるんです。
誰もがいずれ年を取り、経済効率的に価値のない存在になったら、“意味のないもの”になるのだという呪いをずっとかけ続けていること
のような気がして、それがなんとなく今の私たちを息苦しくさせている原因じゃないかと思うんですよね。
「ワンダーウォール」を作り、歴史ある大学寮のように古いものは大事だと登場人物を通して言わせてみたものの、それは一体何だろうと
いうことが自分でもずっとわからなくて。ずっと考え続けていたのですが、やっぱり古いものを大事にするとかその場所にある歴史を大事
にすることは、そこに流れてきた時間や生きてきた人たちを大事に思うことで、そうすることによって自分も救われていくことにつながる
ような気がするんです。だからこそ、古いものを簡単に壊してはいけないと思うのかなと、最近考えていま
す。」https://telling.asahi.com/article/13281611

危機は深いと思いますが、渡辺さんのような素敵な人が、あちこちにいると思うと、未来に希望を感じます。

（弁護士　猪　股　　正）

【参照記事】
telling　映画『ワンダーウォール』脚本家・渡辺あやさん「何が本当に正しいのか、一人で考えるには重すぎる課題がたくさんあ
る」
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映画board　失敗したっていいんだと伝えたい『ワンダーウォール　劇場版』脚本家・渡辺あやインタビュー
２０２０年４月３日　朝日新聞記事　「壁」と哲学、学生寮舞台に　「ワンダーウォール劇場版」脚本・渡辺あや
２０２０年７月１５日　朝日新聞記事　夫の最期の顔は絶望に満ちていた　赤木さん妻の陳述全文
文藝春秋ブックス「私は真実が知りたい　夫が遺書で告発「森友」改ざんはなぜ？」赤木雅子 相澤冬樹

「入管法改正」　弁護士　鈴木　満
現在、出入国管理及び難民認定法、いわゆる、入管法を改正する動きがあります。
今回の改正により最も影響を受けるのは、難民申請をしている外国人の人達だと思います。
難民申請者の中には、在留資格を持たない人たちも多く、そういった人たちの中には、何年もの長期間にわたり収容施設に収容されている
人もいれば、仮放免という制度によって収容されず社会生活を送っている人もいます。
収容施設の環境の劣悪さは大きな問題であり、死者が出たこともあります。

また、仮放免で収容を免れていても、働くことを許可されていないなど多くの制限がありますので、仮放免者が生活していくのには多くの
困難を伴います。
しかし、自国に帰ると命の危険があると考えているため帰国できない難民申請者もたくさんいます。
このように、難民申請者の中には、日本で大変な思いをしていても帰国することもできないまま、日本社会で生活してきた人がたくさんい
ます。

外国人の人権問題に取り組んできた多くの弁護士は、難民申請者が、今回の改正によって、さらに悪い状況に置かれる危険性があるとして
反対しており、日弁連も反対の声明を出しています。
難民申請者の問題は、私たち日本人の生活に直結しないため、関心をもつ人は多くないと思います。
しかし、難民申請者の中には私たちと同じように社会生活を過ごしている人もたくさんいます。
難民申請者の子どもたちの中には、日本で生まれた子どもや日本の子どもたちと同じように小学校や中学校、高校に通っている子どももた
くさんいます。

他人事とは思わず、ぜひ皆さんにも関心を持っていただきたいと思います。
日本にはこういう人たちも生活していることを知っていただきたいです。

 

弁護士　鈴木　満
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「挨拶回りの効用」弁護士高木太郎
弁護士会の役員になると、年度初めにいろいろなところに挨拶回りに伺う。あわせて関東弁護士会連合会の役員にもなったので、最高裁や
最高検察庁も回った。
お互い忙しい時期に、なんで無理して回るんだろうな、と思わないでもないが、一緒に回った方の言葉に納得した。
「挨拶回りを通じて役職の重み・責任を肝に銘じることになる。」
その通りだなあ。
最高裁長官の「司法をともに担う。」という言葉、以前なら「通り一遍の挨拶」と聞き流していたが、今回は、その重みを痛感した。

弁護士　高木太郎

 

「　マスクの下の顔　」弁護士　竹内　和正
マスクをしていることに安心し、なんだか気になった人を見ると、マスクの下でその人の口元をまねする癖がついています。

家でマスクをはずしているときに、テレビに写った釈由美子さんを見ていた僕の顔を見た家族から指摘されて気がつきました。

退屈な会議中には、無意識に発言者の口元をまねて暇を潰すことが多くなっていたような気がします。

気をつけないといけません。

 

弁護士　竹内　和正
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川口美貴著「労働法（第５版）」　弁護士　高木　太郎
川口美貴先生が「労働法（第５版）」を刊行された。

前回の第４版からちょうど１年後の新版である。
これだけの大著を１年で改版されるのは並大抵のことではないとは思うが、読み手にとっては、常に最新の情報が詰まっているありがたい
書籍である。
著者もそのあたりを意識してこの大変な改版作業を行っておられるのだろう。
（おそらくパートナーである古川景一弁護士から得た）実務の情報をふんだんに盛り込み、
あらゆる論点を詳細な目次とともに記載してあるので、労働相談を受けて疑問の湧く論点に触れる度に、辞書的に使わせていただいている。

労働問題に関わられる方は、ぜひ、お手元におかれることをお勧めする。
（信山社、本体価格５０００円）

弁護士　高木　太郎

過労死弁護団拡大幹事会　弁護士　佐渡島　啓
４月３日（土）午後、
過労死や過労自殺事件などに取り組む過労死弁護団で、
拡大幹事会をおこないました。

会場参加とZOOM参加で全国の弁護士が合計７０名ほど、
近時の特徴的な事例の検討をおこなったり、
現在厚生労働省でおこなわている、過労死と認定される基準の改訂の検討状況を確認したりしました。

労災とは認められなかった場合の不服申立手続について
数年前に新しい制度ができているのですが、
これを経験した弁護士の経験談も聞けたりして、大変有意義でした。

過労死事件は、被災者の働きぶりに関する資料が十分に残っていないなど困難な案件が多いですが、
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改めて、これからも力を入れて取り組みたいと思いました。

弁護士　佐渡島　啓
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